
−71−

Ⅰ．はじめに

　2006 年 7 月に出された中央教育審議会答申におい
て，教員養成・免許制度の改革における具体的方策の
1 つに「教職課程の質的水準の向上」が示された．こ

のことは，教員として最小限必要な資質能力を確実に
身に付けさせることが大学の教職課程での役割である
という指摘である．なかでも，実践的指導力を育成す
るためには，授業における指導行動を評価して，教師
自らの指導技術を反省すること（省察）がきわめて重
要だといえる．
　授業を省察する力をつけるための取り組みには，
フィールドノートを活用したり，授業を撮影したり，
焦点をしぼった授業観察や授業分析，授業後の研究討
議等，さまざまなものがある（長谷川，2010）．授業
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分析を用いて省察する代表的な方法として，（1）授業
を組織的に観察する：授業を撮影しながら，組織的観
察法による客観的なデータを作成し省察に利用する方
法，（2）リフレクションシートを活用する：計画した
指導案，実際の授業に関する情報を総合的に評価する
方法があげられる．
　本学においては，これらを含めた中学校・高等学校
の体育に関する指導法に関する内容について，教職科
目「保健体育科教育法Ⅱ」（4 単位）で取り上げてい
る．この「保健体育科教育法Ⅱ」が位置づく「教育
課程および指導法に関する科目」は，「各教科の指導
法」，「教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活
用を含む）」を含めることが教育職員免許法施行規則

（第 6 条）で定められている．
　また，実践的教職科目として「教育実習（教育実践
研究を含む）」：「教育実習」4 単位および「教育実践
研究」1 単位が開設されている．「教育実践研究」は，
2 年次後期～ 4 年次前期にわたり，教育実習の事前事
後指導を含めて 15 回実施される．教育実践研究の 1
つの課題として，「学校見学（体育授業の見学）（1）」を
課しているものの，教育実習の前段階として学校現
場での体育授業を実際に見学する回数も限られてお
り，スクールボランティアやインターンシップのよう
な教師として経験する機会を豊富に提供することが難
しい状況にあるため，大学での模擬授業の持つ役割は
大きいと考える．さらに，本学では各学年約 300 名の
教職履修者がいることから，より一層の工夫が求めら
れる．体育における模擬授業は，各大学においてさま
ざまな取り組みが報告されているものの（長谷川・岡
出・高橋，2001；日野，2002；小松崎，2007；向山・
山崎，2002），これほどの受講生の規模において実施
している報告は見当たらない．ちなみに，平成 23 年
度公立学校教員採用選考試験においても人物を重視
し，優れた人材を確保するための採用選考方法の 1 つ
として，全 64 県市のうち 52 県市が「模擬授業」，41
県市が「場面指導」，23 県市が「指導案作成」を導入
している（文部科学省，2010）．
　そこで本研究では，「理論的側面」だけではなく，

「実践的側面」からの教員養成機能の強化を図るため
に，2009 年度～ 2010 年度にかけて「授業の省察（分
析・評価）」に重点を置いた模擬授業の実践に力を入
れ，そのためのシステムを構築することを目的とし
た．具体的には，①教職に関する科目「保健体育科教
育法Ⅱ（講義形式）」と「教育実践研究（実践形式）」

との連携を図るとともに、② e-ラーニングの活用を
含めた授業の省察（分析・評価）の仕組みづくりを目
指したものである．
　

Ⅱ．研究の方法

１．対　象

　対象は，「保健体育科教育法Ⅱ」と「教育実践研究」
のいずれも受講している学生とした．2009 年度は 270
名，2010 年度 244 名であった．なお，「教育実践研究」
は専攻を踏まえて 4 クラス編成とした．

２．システム構築の手続き

　2009 年度は，①教職に関する科目「保健体育科教
育法Ⅱ」と「教育実践研究」との連携を図ることで，
授業を「（1）設計」して「（2）実践」することに加え
て，「（3）省察（分析・評価）」する授業づくりの 3 ス
テップを新たに位置づけようとした．さらに，授業づ
くりの充実を意図して，附属施設（図書館，情報処理
センター）との連携を図った．そして 2010 年度は，
よりよいものにするために課題点を修正し，改善を図
るようにした．
　

３．教育実践研究の位置づけ

　「教育実践研究」は教職履修者の必修科目であり，
2008 年度までは 1 回の模擬授業が実施されてきた．
しかし，専攻によっては，この科目での授業実践が唯
一の場となることから，より効果的な模擬授業の進め
方を探ることにした．
　

４．分析方法

　授業時間外の学びとして e- ラーニングを活用する
ことが受講者に受け入れられるかどうかを検討するた
めに，4 項目のアンケート調査を実施し（表 1），集計
した．
　問 3-2 の自由記述については，意味内容のまとま
りで区切った．それらを分類するにあたり，次のカ
テゴリーを設定した．まず，省察の観点として「A
学習内容（取り上げた指導内容は適切で，それに対
応した学習活動であったか）」，「B 授業展開（授業
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は計画的で効率的に進められていたか）」，「C 教師
行動（教師の言動は的確で豊かであったか）」（小松
崎 ,2010,p.268）を設定した．「C 教師行動」につい
ては，下位カテゴリーとして四大教師行動（高橋，
2010）と言われる「a インターアクション」「b マネ
ジメント」「c インストラクション」「d モニタリン
グ」に加え，教師としての基本的な要因と考えられ

る「e 声の大きさ」「f 学習者への理解」を設定した．
この他，幅広い観点から捉えているものを「D 全体」
とし，下位カテゴリーとして「g 新たな発見」「h 改
善策（課題に対する改善策）」を設定した．
　なお，分析は体育科教育学を専門とする 1 名が行っ
た．

表1　アンケート用紙

問1	 授業を振り返るために，授業映像を見ることは有効だと思いますか．	 有効だと思う／有効だと思わない
問2	 今回、実際にe-ラーニングを活用して授業映像を視聴しましたか．	 視聴した　　／視聴しなかった
問3－1	 問2で「視聴した」と回答した人に質問です．	
	 授業映像を視聴して新たに気づいたことや発見したことはありましたか．	 あった　　　／なかった
問3－2	 問3－1で、新たに気づいたことや発見した内容はどのようなことですか．

（自由記述）

Ⅲ．結果と考察

１．模擬授業の概要

１）模擬授業について
　授業づくりには，授業を「（1）設計」して「（2）実
践」することに加えて，「（3）省察（分析・評価）」す
るという 3 つのステップが重要である．これらを有機
的に連動させるために，附属施設との連携を図りなが
ら，模擬授業のシステムの構築を図った．表 2 に授業
づくりの 3 つのステップからみた仕組み・手だてを，
表 3 には授業を展開するための仕組み・連携を示し
た．

（1）授業の「設計」段階
　授業を「設計」する段階においては，学生が自由に
集まれる教室の確保や授業づくりに必要な物品の貸し
出し（教務課の協力），そして，附属図書館との連携
を図り，授業づくりに関する資料のより一層の充実を
図った．なお，「e-ラーニング」の使い方や授業づく
りに関する指導は，「保健体育科教育法Ⅱ」を中心に
行った．

（2）授業の「実践」段階
　授業の実践においては，全専攻共通の必修の教職科

目である「教育実践研究（4 クラス編成）」で行い，1
クラス約 80 人を 2 つに分け，約 40 人をさらに 6 ～ 7
人ずつ× 6 つのグループに分けた．グループごとに教
師役，観察役，生徒役を担当し，各クラス 3 回ずつ模
擬授業を実施した．そのうち，1 回は教師役もしくは
観察役を分担し，残り 2 回は生徒役となるようにロー
テーションを組んだ（4 クラスで全 24 回の模擬授
業）．なお，模擬授業は，1 クラスあたり 2 授業同時
に展開し，1 クラスあたり 2 名の教員で指導した（計
8 人，うち体育科教育学を専門とする教員 1 人）．
　教師役グループ（6 ～ 7 人）は，50 分の授業を「は
じめ」「なか」「まとめ」の 3 人で担当し，この他のメ
ンバーは，ビデオ係と教師役の補助をした．観察役グ
ループは，組織的観察法として，①期間記録法：教師
による授業場面の運営方法や時間配分を把握し，その
原因や改善策を省察する授業分析法と，②教師の相互
作用行動観察法：教師による言葉がけの回数と内容を
省察する分析法を用いた．

（3）授業の省察（分析・評価）段階
　「教育実践研究」では，50 分の模擬授業終了後に教
師役，観察役，生徒役のそれぞれの視点から授業を反
省的に振り返る時間を設定した．そこでの反省を踏ま
えて，後日，各自の空き時間を利用して模擬授業の映
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像を視聴させるために，「e-ラーニング」を活用する
ことにした．情報処理センターとの連携を図り，ビデ
オ係が撮影した映像を学内サーバーにアップロードし

（編集なし），学内の LAN に接続しているパソコンで
あれば自由に視聴できるようにした．観察役グループ
は組織的観察法の記録を確認するとともに，教師役，

観察役については，授業実践を通して「ねらい」とし
た事柄がどの程度実現されたのかを授業映像を見なが
ら検討し，リフレクションシートを作成することを課
題とした．また，他のクラスの模擬授業も視聴できる
ようにすることで，授業の「設計」段階にも活用する
ことを期待した．
　

表2　授業づくりのステップからみた仕組み・手だて

授業づくりのステップ
（1）「設計」段階 （2）「実践」段階 （3）「省察（分析・評価）」段階

マ
イ
ク
ロ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

◇保健体育科教育法Ⅱ
・マイクロのねらい・流れを説明
・課題提示
・前年度のマイクロの映像を見せる
・授業を省察する意味
・ビデオカメラの撮影の仕方
・授業撮影の許可

◇教育実践研究／◇保健体育科教育法Ⅱ
・3分間の学習指導	 ・自己評価→提出
	 ・他者評価：生徒役による評価→提出

◇保健体育科教育法Ⅱ
・提出された各種授業分析シート・振り返り

シートを返却し，各自の課題を再確認させる
・自分の教師役映像の閲覧希望者にはDVテー

プの貸し出し◇授業外の学び
・3分間のシナリオを作成する

模
　
擬

　
授

　
業

◇保健体育科教育法Ⅱ
・模擬授業のねらい・流れを説明
・学習指導案の考え方，書き方の説明
・学習指導案の作成→相互評価→修正
・模擬授業の班分け・役割，学年・種

目の指定
・授業を省察する意味・方法
・授業分析法

１）期間記録法
２）教師の相互作用行動の観察法
３）リフレクションシート

・ビデオカメラの撮影の仕方
・e-ラーニングの閲覧方法
・授業撮影の許可

◇教育実践研究
・50分の模擬授業	 ・自己評価
・教師役・ビデオ撮影	 ・他者評価①：生徒役による評価
・観察役	 （他者評価②：観察役による授業分析）
・生徒役

◇自学
・e－ラーニングを閲覧する
・教師役：	ねらいとした事柄がどの程度実現さ

れたのかを確認・検討し，リフレク
ションシート作成→提出

・観察役：	授業分析を記録・確認し，リフレク
ションシート作成→提出

◇授業外の学び
・学習指導案・授業資料の作成
・学習指導案の印刷・提出
・授業で使う準備物の申請

◇保健体育科教育法Ⅱ
・�提出された各種授業分析シート・リフレクショ

ンシートを返却し，各自の課題を再確認させる
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２）マイクロティーチングについて
　模擬授業では，多くの受講者が教師役を経験するた
めに，50 分の授業を「はじめ」「なか」「まとめ」の
3 人で教師役を担当する形式にした．しかし，それで
も約 1/4 の受講者しか教師役を経験することができな
い．そこで，全員に教師役を経験する機会を保証する
ために，3 分間のマイクロティーチング（2）を実施した

（シーデントップ，1988；小松崎 , 2010）．1 クラス約
80 人を 10 人ずつ× 8 つのグループに分け，グループ
ごとに教師役，ビデオ撮影役，生徒役を担当した．
　

２．模擬授業に関する改善点

1 ）クラス分けの変更
　2009 年度は，「保健体育科教育法Ⅱ」と「教育実践
研究」の各科目のクラス分けが異なっていた．そのた
め，教育実践研究で提出された各種授業分析シート・
リフレクションシートを保健体育科教育法Ⅱで返却す

るたびに，分け直す必要があった．そこで，2010 年
度にクラス分けを同じにすることで，この問題点を解
消した．
2 ）授業実践の回数の変更
　2009 年度は，マイクロティーチングは 1 回，授業
研究は 3 回であった．1 回でも多く教師役の機会を保
証する必要があるとの判断から，2010 年度は，マイ
クロティーチングを 2 回に増やした．また，保健体育
科教育法Ⅱで，体育施設の割り当てが一部可能になっ
たため，新たにマイクロティーチングを前期に 2 回位
置づけた（表 4）．夏休みに，教育実践研究の課題と
して教育実習先へ体育授業見学に行くことを課題とし
ており，その前にマイクロティーチングを実施するこ
とで，自分の課題を明確に持った上で取り組めるよう
にした．また，前期に保健体育科教育法Ⅱで経験する
ことで，後期の教育実践研究での授業進行がスムーズ
に実施できるようになった．
　

表4　授業づくりのステップからみた仕組み・手だて（1学生あたりの授業回数）

2008年度 2009年度 2010年度

教育実践研究
マイクロティーチング 	 0 	 1（10月） 2（9月）

模擬授業 	 1（11月） 	 3（10 ～ 12月） 3（10 ～ 12月）

保健体育科教育法Ⅱ マイクロティーチング 	 0 	 0 2（7月）

※授業回数（授業実施時期）

３．「e- ラーニング」を活用することの有効性

1 ）アンケート結果の集計
　表 5 は，アンケート結果を集計したものである（問
1，問 2，問 3-1）．問 1「授業を振り返るために，授
業映像を見ることは有効だと思いますか」に対して，

「有効だと思う」と回答したのは，2009 年度は 97.0%，
2010 年度は 98.8% であった．そのうち，問 2「今回，
実際に e-ラーニングを活用して授業映像を視聴した」
と回答したのは，2009 年度 75.6%，2010 年度 84.0%
であった．
　これより，授業時間外の学びとして e-ラーニング
を活用することは可能であるといえる．ただ，授業映

像を見ることは有効だと思いながらも，実際に視聴し
なかった学生もおり，「閲覧できる環境を工夫してほ
しい」との声があった．今回は e-ラーニングで映像
を視聴できる環境を肖像権に配慮して学内 LAN につ
ながっているパソコンからのみに限定していたが，今
後はパスワード管理で学外からも閲覧できる等の工夫
も検討する余地がある．
　問 2 で「授業映像を視聴した」と回答した人のう
ち，問 3-1「授業映像を視聴して新たに気づいたこと
や発見したことはありましたか」に対して「あった」
と回答したのは，2009 年度 89.7%，2010 年度は 96.6%
であった．これより，授業映像を視聴することは，授
業を省察する方法として意味のあるものといえる．
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2 ）�「新たに気づいたことや発見した内容」について
（問 3-2）

　問 3-1 で「授業映像を視聴して新たに気づいたこと
や発見したことはあった」と回答した人に対して，問
3-2 ではその内容を自由記述させる形式であった．そ
の記述内容を設定したカテゴリーごとに分類した結
果，「A 学習内容」「B 授業展開」「C 教師行動」に関
する記述のうち，いずれも「C 教師行動」に関する
内容が多かった（2009 年度 62.8%，2010 年度 58.3%）

（表 6）．さらに C を 6 つのカテゴリーごとに分類した
結果，教師の相互作用行動観察法で分析する「a イン
ターアクション」に関する記述は全体の約 20% であ
り，インターアクションをする上で欠かせない機能
を持つ「d モニタリング」は約 7%，期間記録法に関
連する「b マネジメント・c インストラクション」は
約 10% であった．これらにより，評価観点の理解の
深まり，観察の焦点が定まってきていることが「C 教
師行動」に関する記述の多さにつながったと考えられ
る．
　また，「f 学習者への理解」は「教師が演示をして
いるときに見ていない生徒がいたり，教師が見えてい
ないところでの生徒の活動がよくわかった」「生徒の
様子をじっくり観察できるため，どのようにすれば生

徒が上達できるのかについて分かりやすかった」「授
業は『教師対クラス』ではなく，『教師対生徒 1 人 1
人』であるという意識を高めなければならないと思っ
た」等の記述が見られ，いずれも 15% 前後を示した．
　「D 全体」のうち，映像で視聴することによる「g
新たな発見」は 20% 弱で，「授業映像を見ることで，
授業中はある一部分しか見えていなかったことに気づ
いた」「授業を生徒として受けている時には気づかな
いことも，教師の視点でビデオを見直すと，良いとこ
ろも悪いところも見えてきたのでよかった」等の記述
がみられた．
　「h 改善策」は 10% 弱であり，「私が教師だったら
どのように展開していこうか，どのような声かけをす
ることができるか考えながら見ることができた」「映
像を視聴するにあたり，気になったところは一時停
止・巻き戻しができることから，問題を発見したらど
うすればよいのか考えた」等の記述が見られた．これ
により，授業映像をただ視聴するのではなく，気に
なったところを「一時停止」や「巻き戻し」をしなが
らじっくりと見ることで，課題を見つけ，その解決策
を考えるという一連の作業をしていたことが読み取れ
る．

　

問1「授業を振り返るために，授業映像を見ることは有効だと思いますか」

有効だと思う 有効だと思わない 無回答

2009年度 262 ／ 270（97.0％） 3 ／ 270（1.1％） 5 ／ 270（1.9％）

2010年度 241 ／ 244（98.8％） 1 ／ 244（0.4％） 2 ／ 244（0.8％）

問2「今回、実際にe－ラーニングを活用して授業映像を視聴しましたか」

視聴した 視聴しなかった 無回答

2009年度 204 ／ 270（75.6％） 66 ／ 270（24.4％） 0 ／ 270（0.0％）

2010年度 205 ／ 244（84.0％） 37 ／ 244（15.2％） 2 ／ 244（0.8％）

問3－1「授業映像を視聴して新たに気づいたことや発見したことはありましたか」

2009年度 183 ／ 204（89.7％） 19 ／ 204（9.3％） 2 ／ 204（1.0％）

2010年度 198 ／ 205（96.6％）   6 ／ 205（2.9％） 1 ／ 205（0.5％）

表5　「e-ラーニング」に関するアンケートの集計
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４．授業づくりを振り返って

　「教育実践研究」での模擬授業をすべて終えた後，
「保健体育科教育法Ⅱ」で各種分析シート：①観察役
による期間記録法・相互作用行動観察法の結果（集計
とそこから見える成果と課題），および②教師役・観
察役によるリフレクションシートを返却した．その
上で，授業づくりのまとめを行った．「授業づくりを
振り返って」の自由記述の中で，「他の人からみた自
分の授業評価を受け取ることで自分の課題が明確にな
り，これからの授業に生かせるものになった」「期間
記録法や相互作用行動観察法は，授業の振り返りだけ
ではなく，授業を組み立てるシミュレーション段階で
も使えると思う」「授業の振り返りの積み重ねによっ
て，授業づくりの材料が増えていくと思う」「授業の
振り返りは，何でも振り返ればよいということではな
く，毎回の授業には『ねらい』があり，それを達成す
るためにどのような授業展開だったのかを振り返るこ
とが重要だと分かった」等，授業を省察する意味を理
解できていることがうかがえる．
　ちなみに，これらの授業科目を受講した学生が，そ
の後の教育実習でも同様の授業の省察を実践したこと
を述べている．「実習校の指導教諭が私の 1 週目と 3
週目の授業をビデオで撮影し，期間記録法を用いて分
析してくれました．その結果，三週目の授業ではマネ
ジメント時間が半分以下となり，運動学習場面を十分
に確保できました．この記録によって，何がどうよく

なったのか，今後どのような授業展開を目指したらよ
いのか目に見えて分かりました．今後もよりよい授業
に近づくための資料として，活用していきたいです．」
　
　これらにより，教職に関する科目「保健体育科教育
法Ⅱ」と「教育実践研究」との連携，附属施設（図書
館，情報処理センター）との連携を図ることで，授業
の省察内容が具体的になり，さらにはそれが次の授業
づくりのステップにつながったといえる．このことか
ら，今回の「授業の省察（分析・評価）」に重点を置
いた模擬授業のシステムは，一定の成果があったとい
える．今後は，模擬授業をより充実させていくために
学内での連携をさらに深めるとともに，「e-ラーニン
グ」を活用するにあたっては授業映像だけではなく，
学習指導案や授業分析結果も含めてアップロードをす
るとともに，よい体育の授業づくりに向けたコンテン
ツ作成にも取り組んでいきたい．
　

Ⅳ．まとめ

　本研究の目的は，「授業の省察（分析・評価）」に重
点を置いた模擬授業のシステムを構築することであ
り，2009-2010 年度にかけて取り組んだものである．
具体的には，①教職に関する科目「保健体育科教育法
Ⅱ（講義形式）」と「教育実践研究（実践形式）」と
の連携を図るとともに，② e-ラーニングを活用した
授業の省察の仕組みづくりを目指した．対象は，2009

表6　「e-ラーニング」を通して気づきや発見したことに関する自由記述の集計

カテゴリー
2009年度 2010年度

記述数 （％） 記述数 （％）
A学習内容 24 （4.6） 28 （4.6）
B授業展開 32 （6.2） 53 （8.7）
C教師行動 326 （62.8） 354 （58.3）

aインターアクション 104 （20.0） 104 （18.8）
bマネジメント 11 （2.1） 11 （2.5）
cインストラクション 51 （9.8） 51 （8.7）
dモニタリング 39 （7.5） 39 （6.4）
e声の大きさ 30 （5.8） 30 （7.1）
f学習者への理解 91 （17.5） 91 （14.8）

D全体 137 （26.4） 172 （28.3）
g新たな発見 100 （19.3） 100 （18.9）
h改善策 37 （7.1） 37 （9.4）
計 519 （100.0） 607 （100.0）
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年度は 270 名，2010 年度 244 名であった．
　その結果，次の諸点が明らかになった．
　①教職に関する科目「保健体育科教育法Ⅱ」と「教
育実践研究」との連携を図ることで，授業を「（1）設
計」して「（2）実践する」ことに加えて，「（3）省察」
を位置づけた授業づくりができるようになった．
　②附属施設（図書館，情報処理センター）との連携を
図ることで，授業づくりの充実が図れるようになった．
　③授業の省察の方法として，「期間記録法」・「相互
作用行動観察法」の組織的観察法や「リフレクション
シート」に加えて，「e-ラーニング」を活用して授業
映像を視聴することで授業に対して新たな気づきや発
見につながり，省察に深まりがみられた．
　以上により，教職に関する科目「保健体育科教育法
Ⅱ」と「教育実践研究」との連携，附属施設（図書
館，情報処理センター）との連携を図ることで，授業
の省察内容が具体的になり，それが授業づくりの次の
ステップにつながったといえる．このことから，「授
業の省察（分析・評価）」に重点を置いた模擬授業の
システムの構築は，一定の成果があったといえる．
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注
⑴	 体育授業の見学とは，教育実習の事前学習の 1 つとして

位置づけており，学校における教師の仕事全般を対象とし
た手伝い・参観，生徒とのふれあい等も含まれる．

⑵	 マイクロティーチングとは，特に指導技術に焦点を当
てたトレーニングである．例えば，教師（役）が生徒に対
してゲームのルールを説明したり，運動学習中にフィード
バックをする等，体育授業中の特定の場面だけを想定した
ものである．1 単位時間の模擬授業が幅広い観点から省察
を行うことに対して，マイクロティーチングは教師行動が
主たる振り返りの対象となる（小松崎，2010）．
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